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94 さしはさむ うたがい 不明確 ・記述なし ・記述なし






























































































































































































機能動詞論と連語論 The Theory of Light-verbs and Collocations　　王　丹彤（WANG,Dantong）
　この観点からみれば、はじめる、おわる、つづける、するは、文法的にはたらいていて、名づ
け的な意味をうしなっているといえる。したがって、単語のくみあわせの領域では、あつかう必
要がないともいえる。しかし、を格の名詞とする、はじめるなどの動詞とのくみあわせは、完全
な意味で動詞化の手つづきに移行しているとはいえない。なぜなら、この種の単語のくみあわせ
は、動詞としての文法的な能力（連用修飾語をともないうるという能力）を完全にそなえていな
いからである。 （言語学研究会編1983：276）
　村木は、すべてではないが、機能動詞は、語彙統語論的な手段としてヴォイス・アスペクト・ムー
ドなどの文法的な意味を表すとしている。例えば、「発売をはじめる」は始動相（表６の58行目）、
「射撃をやめる」は終結相（表６の29行目）、「指導をおこなう」は基本態（表６の55行目）である
としている。奥田の記述にも、「モーダルな態度」という用語や「動作あるいは状態を様態、継続
の側面から特徴づけている」という説明が見られるが、村木ほど、文法的カテゴリーとの関係に注
目しているわけではない。
５．おわりに
　以上、村木の機能動詞論と奥田の連語論の接点を探ってみた。その結果、以下のようなことが明
らかになった。
　機能動詞結合という概念は、奥田が連語を研究していた当時はまだ普及していなかったと思われ
るが、奥田はこのタイプの語結合の成立が、現代日本語の連語の法則によって説明できないと認識
していたようである。それらの一部は慣用的なくみあわせとして、また、あるものは動詞化として
扱おうとした。それらの一部は連語（事にたいするはたらきかけ・モーダルな態度のむすびつき）
として扱われているが、それらに対する説明は、村木の機能動詞結合の説明を先取りしている。
　最後に、今後研究する必要がある課題について筆者の考えを述べておく。　
　本稿の調査結果から明らかになったように、奥田による連語の記述中には機能動詞結合にあたる
ものが散在しており、それらが自由結合とは異質であることも、それなりに認識されている。しか
し、それらは、あくまでも連語を記述する過程で視野に入ってきたものであり、最初からそれらに
焦点をあてて網羅的に記述しようとしたものではない。一方、村木の研究では、非自由結合として
の機能動詞結合に対して集中的な検討がなされている。しかし、文法的な意味に引きつけて記述す
る傾向が強く、また、同じ動詞が自由結合にも用いられるという事実が視野に入ったが、まだ十分
に検討されていない。
　を格の名詞と動詞からなる語結合が自由結合から非自由結合へと移行する一つの重要な条件とし
て、かざりの位置に具体名詞ではなく動作名詞が現れるということがある。したがって、を格の動
作名詞の用例を大量に収集し、それらが動詞とともにどのようなタイプの語結合を構成するかを網
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羅的・体系的に記述することは、連語論にとっても、機能動詞論にとっても、重要な課題となり、
研究の発展を促すことになることは疑いがない。
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